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Abstract: During the ocean floor survey cruises (GB21-1 and GB21-2) conducted by AIST in the sea are 
around the Tokara Islands in 2021, 12 species of six genera in the family Halacaridae: Copidognathus, 
Halacarellus, Agauopsis, Simognathus, Lohmannella, and Scaptognathus, an individual thought to be a 
halacarid mite but whose genus is uncertain, and one species in the family Acaridae were collected from 
the ocean floor sediment. Although the particle size of the sediment is known to be a limiting factor in 
the diversity of the halacarid genera, this survey suggests that depending on the genus, depth rather than 
sediment particle size and quality is a major limiting factor of distribution.
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要　旨

産業技術総合研究所により，2021年にトカラ列島周辺
海域で行われた海洋底調査航海（GB21-1，GB21-2）にお
いて，4調査地点から採取された底質から，フキヨセダ
ニ属，ナミウシオダニ属，ヒシウシオダニ属，ハナマル
ダニ属，ローマンダニ属，スナホリダニ属の 6属12種の
ウシオダニ類，ならびにウシオダニ類と思われるが属が
不明である個体とコナダニ類1種が採集された．ウシオ
ダニ類が生息する底質の間隙の大きさが，ウシオダニ類
における属の多様性の制限要因となることが知られてい
るが，今回の調査では，属によっては底質の粒径及び組
成よりも水深が分布における大きな制限要因となること
が示唆された．

１．はじめに

水生ダニ類の一群であるウシオダニ類（Halacaridae）は，
主に海洋に生息する底生生物である．日本周辺海域の潮
下帯の底質中に生息するウシオダニ類については，船舶
による採集が必要であることから，これまでほとんど調
査が行われていない．そこで，過去3年間に行われた産
業技術総合研究所の航海による海洋底調査で，奄美大島
から与那国島にかけての海域において底質を採取し，ウ
シオダニ相を調べたところ，それまで国内からは記録
されていなかったAcaromantis属， Arhodeoporus属，ロー
マンダニ属（Lohmannella）を記録することができた（安倍，

2018， 2019， 2020）．なお，ここで，国内に生息するウシ
オダニ類の分類群に対する今後の和名使用のために，上
記のAcaromantis属，Arhodeoporus属，ならびに，すでに
国内では本海域以外からも記録されていたが和名がつけ
られていなかったHalacarellus属に対して，それぞれカ
ワリハナマルダニ属（新称），ナガメウシオダニ属（新称），
ナミウシオダニ属（新称）の呼称を提唱する．本研究は，
生物多様性が比較的高い事が期待される東シナ海の中で，
屋久島と奄美大島の間に位置するトカラ列島の周辺海域
で船舶により底質を採取し，潮下帯の底質中におけるウ
シオダニ相を明らかにすることを目的とした． 

２．材料と方法

産業技術総合研究所の地質調査総合センターによ
り，トカラ列島周辺海域で行われた2021年3月9日～ 3
月24日（GB21-1航海），ならび2021年7月27日～ 7月29
日（GB21-2航海）の海洋底調査において，第1図に示す4
地点（Stns. g117， g141， g25， and g288）で木下式グラブ採
泥器を用いて表層堆積物を採取し，その一部を広口T型
瓶（1000 ml）に入れ，少量のエタノールで固定した．採
取した底質は日本大学生物資源科学部へ持ち帰り，ポ
リバケツ中で水道水と混合・撹拌し，上澄みを目合い 
NXX13（0.1 mm）の濾しネットで濾過した．濾過して得
られた採集物を広口T型瓶（300 ml）に入れ，70 %エタノー
ルで固定・保存した．また，残った底質残渣の一部を乾
燥し，底質標本としてチャック付きポリ袋中に保存した．
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得られた採集物については，シャーレに入れて双眼実体
顕微鏡下で観察し，ウシオダニ類を選別した．得られた
ウシオダニ類については，生物顕微鏡を用いて分類形質
を観察し，分類群の同定を試みた．

３．結果と考察

当海域における4調査地点から，第1表に示す6属12
種のウシオダニ類ならびに，ウシオダニ類と思われるが
属が不明である個体とコナダニ類（Acaridae）1種が記録
された．コナダニ類については，海域に生息していたも
のかどうかは明らかではない．なお，種同定のための解
析時間を十分に取れなかったことから，分類群の同定は
属のレベルとした．得られたウシオダニ類の中で，フキ
ヨセダニ属（Copidognathus），ナミウシオダニ属（新称）
（Halacarellus）（第2図A），ヒシウシオダニ属（Agauopsis）
（第2図B），ハナマルダニ属（Simognathus）（第2図C），ロー
マンダニ属（Lohmannella）（第2図D）は，潮間帯から潮
下帯にかけて広く生息することが知られている（安倍， 
1990， 2005， 2008；安倍ほか， 2002）．一方，スナホリダ
ニ属（Scaptognathus）は潮間帯から潮下帯に至る砂泥の

間隙中から記録されている（Abé， 1990a， b， 2011， 2012）．
今回の調査で得られたローマンダニ属は脚が3対である
幼体であり，日本からローマンダニ属の幼体が初めて記
録された．ハナマルダニ属については，外観から推定す
ると2017年に奄美大島周辺海域で行われた海洋底調査
（GK17-2航海）で採集された個体とは異なる種である可
能性がある．なお，ハナマルダニ属は沖縄以南の海域に
おける調査では出現していないことから，東シナ海では
分布域が限られていると思われる．
過去3年間における東シナ海の調査で，水深や底質の
粒径及び組成がウシオダニ類の属の多様性に影響を与
えることが示唆され，比較的粒径が大きく貝殻・珊瑚・
軽石などの破片が混じり合った底質で，ウシオダニ類
の多様度が高くなることが分かった（安倍， 2018， 2019， 
2020）．この事から，ウシオダニ類が生息する底質の間
隙の大きさが，ウシオダニ類における属の多様性の制限
要因となることが示されたが，今回の調査では，属によっ
ては底質の粒径及び組成よりも水深が分布における大き
な制限要因となることが示唆された．
今回の調査で採取した底質は，放散虫類や翼足類の外

第1図  トカラ列島海域におけるウシオダニ類の調査地点．
Fig. 1   Survey points (Stns. g117, g141, g25, and g288) of halacarid mites at offshore areas of Tokara Islands.
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トカラ列島周辺海域のウシオダニ類（安倍）

第1表     トカラ列島海域におけるウシオダニ類の出現状況．

Table 1   Genera of halacarid mites found from the sediments collected at offshore areas of Tokara Islands. 

Date Survey point (DMM) Depth（m） Sediment Halacarid mites

2021/3/16 St. g117 (29゜16.5603'N, 120゜28.8117'E) 576
Pumice mixed
fine sand

Halacarellus  sp. 1, Halacarellus  sp. 2,
Acaridae gen. sp.

2021/3/16 St. g141 (29゜18.6921'N, 129゜13.8600'E) 475
Shell mixed
fine sand

Halacarellus sp. 3, Agauopsis sp.

2021/7/27 St. g25 (28゜56.5691'N, 129゜41.4903'E) 839
Shell mixed
fine sand

Simognathus  sp., Halacarellus sp. 4,
Copidognathus sp. 1

2021/7/29 St. g288 (30゜05.9241'N, 129゜58.6266'E) 584
Shell mixed
coarse sand

Simognathus sp., Copidognathus sp. 2,
Scaptognathus sp., Lohmannella  sp.

イソウダニ属（Rhombognathus）は出現しなかったが，過
去３回の調査でカイソウダニ属の出現が記録されており，
出現した地点は全て水深177 m以浅の海底であった．こ
の事から，特にカイソウダニ属の分布は，底質の粒径及
び組成よりも水深が制限要因となっている可能性が高い
ことが示された．
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第2図  A：ナミウシオダニ属の一種(sp. 1)，B：ヒシウシオ
ダニ属の一種，C：ハナマルダニ属の一種，D：ロー
マンダニ属の一種（幼体）．スケールは100 μm.

Fig. 2  A: Halacarellus sp. 1，B: Agauopsis sp.，C: Simognathus 
sp.，D: Lohmannella sp. (larva）．Scale bars: 100 μm.

殻を含んだ細砂や軽石砂で，奄美大島から与那国島にか
けての過去3回の調査でも類似した底質を採取している．
一方，今回の調査では，底質を採取した調査地点の水深
は475 mから839 mであり，過去の調査地点に比べて水
深が大きい．ウシオダニ類の出現状況を見てみると，今
回の調査では過去の調査と比べて出現した属の平均数が
少なかった．従って，水深がウシオダニ類の多様性に影
響を与える事は明らかである．なお，今回の調査ではカ
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